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の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
12
条
第

１
項
第
１
号
の
規
定
（
以
下
「
本
件
規

定
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
退
職
手
当

管
理
機
関
で
あ
る
県
教
育
委
員
会
（
以

下
「
県
教
委
」
と
い
う
。）
か
ら
、
一

般
の
退
職
手
当
等
の
全
部
を
支
給
し
な

い
こ
と
と
す
る
処
分
（
以
下
「
本
件
全

部
支
給
制
限
処
分
」
と
い
う
。）
を
受

け
た
た
め
、
上
告
人
を
相
手
に
、
上
記

各
処
分
の
取
消
し
を
求
め
た
事
案
で
あ

る
。本

件
規
定
は
、
懲
戒
免
職
処
分
を
受

け
て
退
職
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
退

職
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責

任
、
当
該
退
職
者
の
勤
務
の
状
況
、
当

該
退
職
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び

程
度
、
当
該
非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当

該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
者
の
言

動
、
当
該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ

す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公

務
に
対
す
る
信
頼
に
及
ぼ
す
影
響
を
勘

案
し
て
、
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退

職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し

な
い
こ
と
と
す
る
処
分
（
以
下
「
退
職

手
当
支
給
制
限
処
分
」
と
い
う
。）
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
。

原
審
は
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
は
適

要旨：柳井　幸
判例情報

地方自治

懲
戒
免
職
処
分
取
消
、
退
職

手
当
支
給
制
限
処
分
取
消
請

求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

令
和
５
年

６
月
27
日
判
決　

令
和
４
年
（
行
ヒ
）

第
２
７
４
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ

Ｂ
２
５
５
７
２
９
１
４　

労
働
判
例

ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
３
７
号
２
頁

原
審　

仙
台
高
等
裁
判
所　

令
和
４
年

５
月
26
日
判
決　

令
和
４
年
（
行
コ
）

第
１
号

第
一
審　

仙
台
地
方
裁
判
所　

令
和
３

年
12
月
２
日
判
決　

令
和
元
年（
行
ウ
）

第
26
号

破
棄
自
判

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

本
件
は
、
県
（
以
下
「
上
告
人
」
と

い
う
。）の
公
立
高
校
の
教
員（
以
下「
被

上
告
人
」
と
い
う
。）
が
、
酒
気
帯
び

運
転
を
理
由
と
す
る
懲
戒
免
職
処
分

（
以
下
「
本
件
懲
戒
免
職
処
分
」
と
い

う
。）
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
職
員

法
で
あ
る
と
し
た
一
方
、
本
件
全
部
支

給
制
限
処
分
の
う
ち
、
一
般
の
退
職
手

当
等
の
３
割
に
相
当
す
る
額
を
支
給
し

な
い
こ
と
と
し
た
部
分
は
違
法
で
あ
る

と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、最
高
裁
は
、

大
要
、
以
下
の
と
お
り
判
示
し
、
本
件

全
部
支
給
制
限
処
分
に
違
法
は
な
い
と

し
て
原
判
決
を
変
更
し
た
。
な
お
、
宇

賀
克
也
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見
が
あ

る
。裁

判
所
が
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分

の
適
否
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
が
退
職
手
当

管
理
機
関
の
裁
量
権
の
行
使
と
し
て
さ

れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
当
該

処
分
に
係
る
判
断
が
社
会
観
念
上
著
し

く
妥
当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
違
法
で
あ
る
と
判
断
す

べ
き
で
あ
る
。

本
件
規
定
は
、
退
職
手
当
支
給
制
限

処
分
に
係
る
判
断
に
当
た
り
勘
案
す
べ

き
事
情
の
う
ち
公
務
員
に
固
有
の
事
情

を
他
の
事
情
に
比
し
て
重
視
す
べ
き
で

な
い
と
す
る
趣
旨
を
含
む
も
の
と
は
解

さ
れ
な
い
し
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の

全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
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〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
斉
藤
睦
男
、
同
阿
部
弘

樹
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
上
告
人
の
公
立
学
校

教
員
で
あ
っ
た
被
上
告
人
が
、
酒
気
帯

び
運
転
を
理
由
と
す
る
懲
戒
免
職
処
分

（
以
下
「
本
件
懲
戒
免
職
処
分
」
と
い

う
。）
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
職
員

の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
28

年
宮
城
県
条
例
第
70
号
。
令
和
元
年
宮

城
県
条
例
第
51
号
に
よ
る
改
正
前
の
も

の
。
以
下
「
本
件
条
例
」
と
い
う
。）

12
条
１
項
１
号
の
規
定
（
以
下
「
本
件

規
定
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
退
職
手

当
管
理
機
関
で
あ
る
宮
城
県
教
育
委
員

会
（
以
下
「
県
教
委
」
と
い
う
。）
か
ら
、

一
般
の
退
職
手
当
等
の
全
部
を
支
給
し

な
い
こ
と
と
す
る
処
分
（
以
下
「
本
件

全
部
支
給
制
限
処
分
」
と
い
う
。）
を

受
け
た
た
め
、
上
告
人
を
相
手
に
、
上

記
各
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
本
件
規
定
は
、
退
職
を
し
た

者
（
以
下
「
退
職
者
」
と
い
う
。）
が
、

懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
て
退
職
を
し
た

者
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に

係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退

職
者
に
対
し
、
当
該
退
職
者
が
占
め
て

い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職

者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
者
が

行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当
該

非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に

お
け
る
当
該
退
職
者
の
言
動
、
当
該
非

違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程

度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る

信
頼
に
及
ぼ
す
影
響
を
勘
案
し
て
、
当

該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の

全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と

す
る
処
分
（
以
下
「
退
職
手
当
支
給
制

限
処
分
」
と
い
う
。）
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
旨
を
規
定
す
る
。

（
２
）
ア　

被
上
告
人
は
、
昭
和
62

年
４
月
に
上
告
人
の
公
立
学
校
教
員
に

採
用
さ
れ
、
以
後
、
教
諭
と
し
て
勤
務

し
た
。
被
上
告
人
に
つ
き
、
本
件
懲
戒

免
職
処
分
以
外
の
懲
戒
処
分
歴
は
な

く
、
そ
の
勤
務
状
況
に
も
特
段
の
問
題

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

イ　

被
上
告
人
は
、
平
成
29
年
４
月

28
日
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
上
告
人
の

高
等
学
校
（
以
下
「
本
件
高
校
」
と
い

で
は
な
く
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
を
除

き
懲
戒
処
分
歴
が
な
い
こ
と
、
約
30
年

間
に
わ
た
っ
て
誠
実
に
勤
務
し
て
き
て

お
り
、
反
省
の
情
を
示
し
て
い
る
こ
と

等
を
勘
案
し
て
も
、
社
会
観
念
上
著
し

く
妥
当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と

は
い
え
な
い
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
公
務
員
法
第
29
条

第
１
項
、
国
家
公
務
員

退
職
手
当
法
第
12
条
第

１
項
第
１
号

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
主
文
第
２
項
か
ら
第
４
項

ま
で
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　

上
告
人
の
控
訴
に
基
づ
き
、
第
１

審
判
決
中
、
上
告
人
敗
訴
部
分
を
取

り
消
し
、
同
部
分
に
つ
き
被
上
告
人

の
請
求
を
棄
却
す
る
。

２　

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
の
負

担
と
す
る
。

を
含
め
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
を

す
る
場
合
を
例
外
的
な
も
の
に
限
定
す

る
趣
旨
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
。被

上
告
人
は
、
自
家
用
車
で
酒
席
に

赴
き
、
長
時
間
相
当
量
の
飲
酒
を
し
た

直
後
に
、
同
自
家
用
車
を
運
転
し
て
帰

宅
し
よ
う
と
し
て
過
失
に
よ
る
車
両
衝

突
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、
本
件
非
違

行
為
の
態
様
は
重
大
な
危
険
を
伴
う
悪

質
な
も
の
で
あ
る
。
公
立
学
校
の
教
諭

の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
酒
気
帯
び
運

転
と
い
う
犯
罪
行
為
に
及
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
高
校
は
生
徒
や
そ
の
保
護
者
へ

の
説
明
の
た
め
、
集
会
を
開
く
な
ど
の

対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
公
立
学
校
に

係
る
公
務
に
対
す
る
信
頼
や
そ
の
遂
行

に
重
大
な
影
響
や
支
障
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
県
教

委
が
、
複
数
回
に
わ
た
り
服
務
規
律
の

確
保
を
求
め
る
旨
の
通
知
等
を
発
出
す

る
な
ど
し
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
懲
戒

処
分
に
つ
き
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
な

ど
と
い
っ
た
注
意
喚
起
を
し
て
い
た
と

の
事
情
は
軽
視
し
難
い
。

本
件
全
部
支
給
制
限
処
分
に
係
る
県

教
委
の
判
断
は
、
被
上
告
人
が
管
理
職
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う
。）
の
同
僚
の
歓
迎
会
に
参
加
す
る

た
め
、
本
件
高
校
か
ら
自
家
用
車
を
運

転
し
、
そ
の
会
場
付
近
の
駐
車
場
に
駐

車
し
た
。
被
上
告
人
は
、
同
日
午
後
６

時
20
分
頃
か
ら
午
後
10
時
20
分
頃
ま

で
、
上
記
歓
迎
会
に
参
加
し
、
ビ
ー
ル

を
中
ジ
ョ
ッ
キ
と
グ
ラ
ス
で
各
１
杯
程

度
、
日
本
酒
を
３
合
程
度
飲
ん
だ
。
そ

し
て
、
被
上
告
人
は
、
同
日
午
後
10
時

30
分
頃
、
20
㎞
以
上
離
れ
た
自
宅
に
帰

る
た
め
、
上
記
自
家
用
車
の
運
転
を
開

始
し
、
約
１
０
０
ｍ
走
行
し
た
場
所
に

あ
る
丁
字
路
交
差
点
を
右
折
し
た
際
、

過
失
に
よ
り
、
優
先
道
路
か
ら
同
交
差

点
に
進
入
し
て
き
た
車
両
と
衝
突
し
、

同
車
両
に
物
的
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
事

故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。）

を
起
こ
し
た
。

そ
の
後
、
被
上
告
人
は
、
呼
気
１
Ｌ

に
つ
き
０
・
35
㎎
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
検

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
法
違

反
の
罪
（
酒
気
帯
び
運
転
）
で
現
行
犯

逮
捕
さ
れ
た
。
上
記
逮
捕
の
事
実
に
つ

い
て
は
、
被
上
告
人
の
氏
名
及
び
職
業

も
含
め
て
報
道
さ
れ
、
本
件
高
校
は
、

全
校
集
会
や
保
護
者
会
を
開
き
、
被
上

告
人
の
学
級
担
任
の
業
務
等
を
他
の
教

同
月
、
被
上
告
人
を
含
む
教
職
員
に
対

し
、
非
常
事
態
と
し
て
注
意
喚
起
を
し

て
い
た
中
で
教
職
員
に
よ
る
飲
酒
運
転

が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾

で
あ
り
、
飲
酒
運
転
に
つ
き
免
職
又
は

５
月
以
上
の
停
職
と
す
る
旨
の
懲
戒
処

分
の
量
定
に
係
る
基
準
を
改
正
す
る
な

ど
、
今
後
は
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
旨

を
記
載
し
た
周
知
文
書
を
配
布
し
て
い

た
。３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
は

適
法
で
あ
る
と
し
て
そ
の
取
消
請
求
を

棄
却
す
べ
き
も
の
と
し
た
上
で
、
要
旨

次
の
と
お
り
判
断
し
、
本
件
全
部
支
給

制
限
処
分
の
取
消
請
求
を
一
部
認
容
し

た
。被

上
告
人
に
つ
い
て
は
、
本
件
非
違

行
為
の
内
容
及
び
程
度
等
か
ら
、
一
般

の
退
職
手
当
等
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
件
規
定
は
、
一
般
の
退
職
手
当

等
に
は
勤
続
報
償
と
し
て
の
性
格
の
み

な
ら
ず
、
賃
金
の
後
払
い
や
退
職
後
の

生
活
保
障
と
し
て
の
性
格
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
を
す

る
に
当
た
り
、
長
年
勤
続
す
る
職
員
の

諭
に
担
当
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
し

た
。ウ　

県
教
委
は
、
平
成
29
年
５
月
17

日
付
け
で
、
被
上
告
人
に
対
し
、
上
記

イ
の
酒
気
帯
び
運
転
（
以
下
「
本
件
非

違
行
為
」
と
い
う
。）
を
理
由
と
し
て

本
件
懲
戒
免
職
処
分
を
す
る
と
と
も

に
、
本
件
規
定
に
よ
り
、
一
般
の
退
職

手
当
等
（
１
７
２
４
万
６
４
６
７
円
）

の
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
本

件
全
部
支
給
制
限
処
分
を
し
た
。

エ　

被
上
告
人
は
、
平
成
29
年
10
月

30
日
、
上
記
イ
の
罪
に
よ
り
罰
金
35
万

円
の
略
式
命
令
を
受
け
た
。

（
３
）
本
件
非
違
行
為
に
先
立
ち
、

県
教
委
の
教
育
長
は
、
平
成
27
年
度
及

び
同
28
年
度
に
上
告
人
の
教
職
員
が
酒

気
帯
び
運
転
や
酒
酔
い
運
転
に
よ
り
検

挙
さ
れ
る
な
ど
の
事
例
が
相
次
い
で
い

た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
28
年
５
月
16

日
付
け
及
び
同
年
７
月
14
日
付
け
で
、

各
教
育
機
関
の
長
等
に
宛
て
て
、
今
後

飲
酒
運
転
に
対
す
る
懲
戒
処
分
に
つ
い

て
は
よ
り
厳
格
に
運
用
し
て
い
く
と

い
っ
た
方
針
を
示
す
な
ど
し
て
、
服
務

規
律
の
確
保
を
求
め
る
旨
の
通
知
等
を

発
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
県
教
委
は
、

権
利
と
し
て
の
面
に
も
慎
重
な
配
慮
を

す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
と
解
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
被
上
告
人
が
管
理
職
で

は
な
く
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
を
除
き

懲
戒
処
分
歴
が
な
い
こ
と
、
約
30
年
間

誠
実
に
勤
務
し
て
き
た
こ
と
、
本
件
事

故
に
よ
る
被
害
が
物
的
な
も
の
に
と
ど

ま
り
既
に
回
復
さ
れ
た
こ
と
、
反
省
の

情
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
す

る
と
、
本
件
全
部
支
給
制
限
処
分
は
、

本
件
規
定
の
趣
旨
を
超
え
て
被
上
告
人

に
著
し
い
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、本
件
全
部
支
給
制
限
処
分
の
う
ち
、

被
上
告
人
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
３

割
に
相
当
す
る
額
を
支
給
し
な
い
こ
と

と
し
た
部
分
は
、
県
教
委
の
裁
量
権
の

範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
も
の
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
条
例
の
規
定
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
は
、
勤

続
報
償
的
な
性
格
を
中
心
と
し
つ
つ
、

給
与
の
後
払
的
な
性
格
や
生
活
保
障
的

な
性
格
も
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
件
規
定
は
、
個
々
の
事
案
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ご
と
に
、
退
職
者
の
功
績
の
度
合
い
や

非
違
行
為
の
内
容
及
び
程
度
等
に
関
す

る
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

給
与
の
後
払
的
な
性
格
や
生
活
保
障
的

な
性
格
を
踏
ま
え
て
も
、
当
該
退
職
者

の
勤
続
の
功
を
抹
消
し
又
は
減
殺
す
る

に
足
り
る
事
情
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
、
退
職
手
当
支

給
制
限
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

を
規
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
に
係

る
判
断
に
つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
職
員

の
職
務
等
の
実
情
に
精
通
し
て
い
る
者

の
裁
量
に
委
ね
る
の
で
な
け
れ
ば
、
適

切
な
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。そ

う
す
る
と
、
本
件
規
定
は
、
懲
戒

免
職
処
分
を
受
け
た
退
職
者
の
一
般
の

退
職
手
当
等
に
つ
き
、
退
職
手
当
支
給

制
限
処
分
を
す
る
か
否
か
、
こ
れ
を
す

る
と
し
た
場
合
に
ど
の
程
度
支
給
し
な

い
こ
と
と
す
る
か
の
判
断
を
、
退
職
手

当
管
理
機
関
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

裁
判
所
が
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
の

適
否
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
退

職
手
当
管
理
機
関
と
同
一
の
立
場
に

定
か
ら
は
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
全

部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
を

含
め
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
を
す

る
場
合
を
例
外
的
な
も
の
に
限
定
す
る

趣
旨
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
件
全

部
支
給
制
限
処
分
の
適
否
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
、
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ

ば
、
被
上
告
人
は
、
自
家
用
車
で
酒
席

に
赴
き
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
相
当
量

の
飲
酒
を
し
た
直
後
に
、
同
自
家
用
車

を
運
転
し
て
帰
宅
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
現
に
、
被
上
告
人
が
、
運
転

開
始
か
ら
間
も
な
く
、
過
失
に
よ
り
走

行
中
の
車
両
と
衝
突
す
る
と
い
う
本
件

事
故
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

本
件
非
違
行
為
の
態
様
は
重
大
な
危
険

を
伴
う
悪
質
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

し
か
も
、
被
上
告
人
は
、
公
立
学
校

の
教
諭
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
酒
気

帯
び
運
転
と
い
う
犯
罪
行
為
に
及
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
そ
の
生
徒
へ
の
影
響
も

相
応
に
大
き
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
現
に
、
本
件
高
校
は
、
本
件
非
違

行
為
の
後
、
生
徒
や
そ
の
保
護
者
へ
の

説
明
の
た
め
、
集
会
を
開
く
な
ど
の
対

応
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
非
違
行
為
は
、
公

立
学
校
に
係
る
公
務
に
対
す
る
信
頼
や

そ
の
遂
行
に
重
大
な
影
響
や
支
障
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら

に
、
県
教
委
が
、
本
件
非
違
行
為
の
前

年
、
教
職
員
に
よ
る
飲
酒
運
転
が
相
次

い
で
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
複
数
回
に

わ
た
り
服
務
規
律
の
確
保
を
求
め
る
旨

の
通
知
等
を
発
出
す
る
な
ど
し
、
飲
酒

運
転
に
対
す
る
懲
戒
処
分
に
つ
き
よ
り

厳
格
に
対
応
す
る
な
ど
と
い
っ
た
注
意

喚
起
を
し
て
い
た
と
の
事
情
は
、
非
違

行
為
の
抑
止
を
図
る
な
ど
の
観
点
か
ら

も
軽
視
し
難
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
全
部
支
給
制

限
処
分
に
係
る
県
教
委
の
判
断
は
、
被

上
告
人
が
管
理
職
で
は
な
く
、
本
件
懲

戒
免
職
処
分
を
除
き
懲
戒
処
分
歴
が
な

い
こ
と
、
約
30
年
間
に
わ
た
っ
て
誠
実

に
勤
務
し
て
き
て
お
り
、
反
省
の
情
を

示
し
て
い
る
こ
と
等
を
勘
案
し
て
も
、

社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
い
て
裁

量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を

濫
用
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

５　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

立
っ
て
、
処
分
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
又
は
ど
の
程
度
支
給
し
な
い
こ

と
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
判

断
し
、
そ
の
結
果
と
実
際
に
さ
れ
た
処

分
と
を
比
較
し
て
そ
の
軽
重
を
論
ず
べ

き
で
は
な
く
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処

分
が
退
職
手
当
管
理
機
関
の
裁
量
権
の

行
使
と
し
て
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、
当
該
処
分
に
係
る
判
断
が
社

会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
い
て
裁
量

権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫

用
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
違
法
で

あ
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
規
定
は
、
退
職
手
当

支
給
制
限
処
分
に
係
る
判
断
に
当
た
り

勘
案
す
べ
き
事
情
を
列
挙
す
る
の
み
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
公
務
に
対
す
る
信
頼

に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
等
、
公
務
員
に

固
有
の
事
情
を
他
の
事
情
に
比
し
て
重

視
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
趣
旨
を
含
む

も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
本
件

規
定
の
内
容
に
加
え
、
本
件
規
定
と
趣

旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
国

家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
令
和
元
年
法

律
第
37
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
12

条
１
項
１
号
等
の
規
定
の
内
容
及
び
そ

の
立
法
経
緯
を
踏
ま
え
て
も
、
本
件
規
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ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
上
記
の

趣
旨
を
い
う
論
旨
は
理
由
が
あ
り
，
そ

の
余
の
論
旨
に
つ
き
判
断
す
る
ま
で
も

な
く
、
原
判
決
は
、
上
記
判
示
と
抵
触

す
る
限
度
に
お
い
て
変
更
を
免
れ
な

い
。
そ
し
て
、
前
記
事
実
関
係
等
の
下

に
お
い
て
は
、
本
件
全
部
支
給
制
限
処

分
に
そ
の
他
の
違
法
事
由
も
見
当
た
ら

ず
、
そ
の
取
消
請
求
は
理
由
が
な
い
か

ら
、以
上
に
判
示
し
た
と
こ
ろ
に
従
い
、

原
判
決
主
文
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま
で

を
本
判
決
主
文
第
１
項
の
と
お
り
変
更

す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
宇
賀
克
也
の
反
対

意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致

の
意
見
で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

裁
判
官
宇
賀
克
也
の
反
対
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
本
件
全
部
支
給
制
限
処
分
が

裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ

を
濫
用
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
す

る
多
数
意
見
と
意
見
が
異
な
る
点
が
あ

る
の
で
、
以
下
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

県
教
委
が
制
定
し
た
「
一
般
の
退
職

手
当
等
の
支
給
制
限
処
分
等
の
運
用
に

つ
い
て
」
で
は
、
停
職
以
下
の
処
分
に

は
、
停
職
以
下
の
処
分
に
と
ど
め
る
余

地
が
あ
る
場
合
に
、
特
に
厳
し
い
措
置

と
し
て
懲
戒
免
職
処
分
が
さ
れ
た
と
い

え
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
一
部
を
支

給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
す
る
こ

と
を
、
公
務
に
対
す
る
信
頼
に
及
ぼ
す

影
響
に
留
意
し
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

本
件
で
は
、
被
上
告
人
が
教
諭
と
し

て
生
徒
に
範
を
垂
れ
る
立
場
に
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
易
に
飲
酒
運
転

を
行
っ
た
こ
と
は
公
務
に
対
す
る
信
頼

を
損
ね
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
退
職

手
当
等
の
大
幅
な
減
額
は
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
上
記
警
察
官
の
非
違
行
為

と
本
件
非
違
行
為
と
の
間
に
は
、
内
容

や
態
様
の
面
で
相
違
も
あ
っ
た
と
う
か

が
わ
れ
る
と
は
い
え
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
公
務
に
対
す
る
信
頼
の
失
墜
と
い
う

点
で
は
、
飲
酒
運
転
を
取
り
締
ま
る
立

場
に
あ
る
警
察
官
に
よ
る
酒
気
帯
び
運

転
の
方
が
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
警
察
官
は
、

停
職
３
月
の
懲
戒
処
分
を
受
け
た
に
と

ど
ま
り
、
一
般
の
退
職
手
当
等
を
減
額

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

と
ど
め
る
余
地
が
あ
る
場
合
に
、
特
に

厳
し
い
措
置
と
し
て
懲
戒
免
職
処
分
と

さ
れ
た
と
き
に
は
、
一
般
の
退
職
手
当

等
の
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る

処
分
に
と
ど
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公

務
に
対
す
る
信
頼
に
及
ぼ
す
影
響
に
留

意
し
て
、
慎
重
な
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
同
じ
く

県
教
委
が
制
定
し
た
「
教
職
員
に
対
す

る
懲
戒
処
分
原
案
の
基
準
」
で
は
、
飲

酒
運
転
を
行
っ
た
場
合
は
、
免
職
又
は

５
月
以
上
の
停
職
と
さ
れ
て
お
り
、
平

成
27
年
に
３
名
の
高
校
教
員
が
酒
気
帯

び
運
転
で
停
職
処
分
と
さ
れ
た
例
が
あ

る
ほ
か
、
上
告
人
の
職
員
の
飲
酒
運
転

に
よ
る
非
違
行
為
で
停
職
処
分
に
と
ど

め
ら
れ
た
例
は
少
な
く
な
い
。し
か
も
、

飲
酒
運
転
を
取
り
締
ま
る
立
場
に
あ

り
、
そ
の
意
味
で
教
職
員
以
上
に
飲
酒

運
転
を
自
制
す
べ
き
立
場
に
あ
る
と
も

い
い
得
る
警
察
官
が
、
被
上
告
人
に
よ

る
本
件
非
違
行
為
よ
り
後
の
平
成
30
年

に
酒
気
帯
び
運
転
を
行
っ
た
事
案
で

は
、
停
職
３
月
の
懲
戒
処
分
に
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
上
告
人
に
つ
い
て

る
。
そ
の
こ
と
に
、
被
上
告
人
が
管
理

職
で
は
な
く
、
過
去
に
懲
戒
処
分
を
受

け
た
こ
と
が
な
く
、
30
年
余
り
勤
続
し

て
き
た
こ
と
、
本
件
事
故
に
よ
る
被
害

は
物
損
に
と
ど
ま
り
既
に
回
復
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
被
上
告
人
が
反
省
の
情
を

示
し
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、

一
般
の
退
職
手
当
等
の
有
す
る
給
与
の

後
払
い
や
退
職
後
の
生
活
保
障
の
機
能

を
完
全
に
否
定
す
る
の
は
酷
に
過
ぎ
る

な
ど
と
し
て
、
本
件
全
部
支
給
制
限
処

分
の
取
消
請
求
を
一
部
認
容
し
た
原
審

の
判
断
に
違
法
が
あ
る
と
は
考
え
難

い
。以

上
の
私
見
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
判

断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

本
件
上
告
は
棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。（

裁
判
長
裁
判
官　

長
嶺
安
政　

裁

判
官　

宇
賀
克
也　

裁
判
官　

林
道
晴

　

裁
判
官　

渡
邉
惠
理
子　

裁
判
官　

今
崎
幸
彦
）


